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山
口
大
学
は
、
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
文
理
学
部
、
教
育
学
部
、
経
済
学
部
、
工
学
部
及
び
農
学
部
の
五
学
部
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し
て
創
設
さ
れ
、

そ
の
後
山
口
県
立
医
科
大
学
の
山
口
県
か
ら
の
移
管
、
吉
田
地
区
統
合
移
転
を
始
め
、
文
理
学
部
改
組
に
よ
る
人
文
学
部
及
び
理
学
部
の
設
置
等
、
着
々
と

そ
の
体
制
を
充
実
整
備
し
て
、
現
在
で
は
、
学
部
学
生
約
九
千
名
、
大
学
院
学
生
約
一
千
五
百
名
に
達
し
、
九
学
部
、
東
ア
ジ
ア
研
究
科
、
技
術
経
営
研
究

科
及
び
連
合
獣
医
学
研
究
科
を
含
む
八
大
学
院
研
究
科
、
医
学
部
附
属
病
院
、
三
機
構
か
ら
な
る
全
学
教
育
研
究
施
設
並
び
に
六
附
属
学
校
等
を
擁
す
る
総

合
大
学
に
成
長
し
、
優
れ
た
研
究
業
績
を
あ
げ
る
と
と
も
に
多
く
の
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
、
卒
業
生
・
修
了
生
の
数
も
、
十
一
万
名
を
超
え
る
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
展
す
る
昨
今
、
山
口
大
学
で
は
、
海
外
九
十
超
の
大
学
・
機
関
、
ま
た
学
部
間
で
は
海
外
約
五
十
学
部
・
研
究
所
等
と
の
間

で
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
、
海
外
か
ら
年
間
約
五
十
名
の
研
究
者
と
四
百
名
超
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
な
ど
国
際
交
流
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

教
育
・
研
究
の
分
野
に
お
け
る
国
際
化
を
推
進
す
る
一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
国
の
機
関
、
地
方
自
治
体
、
企
業
、
県
内
大
学
等
と
の
包
括
的
連
携
・
協

力
協
定
や
放
送
大
学
と
の
単
位
互
換
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
教
育
及
び
学
術
研
究
の
更
な
る
進
展
を
図
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
に
山
口
大
学
は
、
「
発
見
し
・
は
ぐ
く
み
・
か
た
ち
に
す
る

知
の
広
場
」
た
ら
ん
こ
と
を
理
念
に
謳
う
と
と
も
に
、
「
教
養
教
育
」
、

「
専
門
教
育
」
及
び
「
社
会
貢
献
」
の
三
分
野
を
目
標
の
柱
と
し
て
掲
げ
、
学
長
の
下
に
全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
そ
の
実
現
に
向
け
努
力
さ
れ
て
い
ま

す
。平

成
十
六
年
四
月
、
全
国
八
十
九
の
国
立
大
学
が
法
人
化
さ
れ
、
山
口
大
学
も
国
立
大
学
法
人
山
口
大
学
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。

今
時
代
は
大
き
く
動
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
国
の
財
政
難
に
加
え
て
、
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
が
目
前
に
迫
り
、
皆
が
等
し
く
保
護
さ
れ
る
護
送
船
団
的
な

生
き
方
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
国
立
大
学
と
し
て
、
安
定
し
た
環
境
の
も
と
に
過
ご
し
て
き
た
山
口
大
学
も
、
自
分
で
考
え
、
自
分
で
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

法
人
化
後
の
山
口
大
学
は
今
、
地
域
の
基
幹
総
合
大
学
と
し
て
の
使
命
を
認
識
し
、
国
際
水
準
の
研
究
、
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
を
目
指
す
一
方
で
、
開

か
れ
た
大
学
と
し
て
、
経
営
協
議
会
の
設
置
な
ど
、
大
学
の
経
営
に
、
ま
た
自
ら
の
評
価
に
外
部
の
声
を
取
り
入
れ
、
ま
た
産
・
学
・
公
の
連
携
を
通
じ
て

地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
を
重
要
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

山
口
大
学
が
地
域
基
幹
総
合
大
学
と
し
て
成
長
し
、
地
域
に
お
け
る
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
は
、
地
域
の
産
業
へ
の
貢
献
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
県
外
か

ら
更
に
は
ア
ジ
ア
か
ら
優
秀
な
若
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
を
地
域
が
暖
か
く
迎
え
入
れ
、
大
学
と
地
域
と
の
人
的
・
知
的
交
流
が
深
ま
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地

域
の
文
化
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
学
の
存
在
、
大
学
の
地
域
と
の
交
流
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
大
学
後
援
財
団
は
、
平
成
十
四
年
に
「
山
口
大
学
教
育
研
究
後
援
財
団
」
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
設
立
の
趣
旨
は
、
平
成
十
六
年
の
「
法

人
化｣

後
の
大
学
の
改
革
と
山
口
県
に
お
け
る
地
域
基
幹
総
合
大
学
と
し
て
の
新
た
な
成
長
に
向
け
て
の
大
学
の
取
組
み
を
、
広
く
学
外
に
も
協
力
者
を
得



て
、
大
学
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

財
団
は
当
初
、
山
口
大
学
の
同
窓
生
、
各
学
部
同
窓
会
、
名
誉
教
授
及
び
山
口
大
学
教
職
員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
か
ら
の
御
寄
附
を
基

に
、
資
金
二
億
一
千
五
百
万
円
の
財
団
法
人
と
し
て
平
成
十
四
年
五
月
二
十
八
日
に
設
立
さ
れ
、
平
成
十
七
年
六
月
に
特
定
公
益
増
進
法
人
の
認
可
を
受
け
、

公
益
法
人
制
度
改
革
に
伴
い
平
成
二
十
五
年
年
四
月
一
日
に
「
公
益
財
団
法
人

山
口
大
学
後
援
財
団
」
に
移
行
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同
年
八
月
に
は

寄
附
金
に
対
す
る
個
人
所
得
税
の
税
額
控
除
要
件
証
明
も
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
本
財
団
へ
の
ご
寄
附
に
対
し
て
従
来
よ
り
も
さ
ら
に
有
利
な
税
法

上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
財
団
で
は
、
山
口
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
活
動
、
国
際
交
流
及
び
学
生
の
奨
学
等
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
も
っ
て
、
我
が
国
の
教
育
、
学
術
、

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
間
二
千
万
円
規
模
の
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
．
教
育
研
究
活
動
に
対
す
る
助
成

二
．
教
育
研
究
の
国
際
交
流
に
対
す
る
助
成

三
．
研
究
成
果
等
の
公
開
に
係
る
助
成

四
．
学
生
に
対
す
る
奨
学
及
び
就
職
活
動
等
に
対
す
る
助
成

五
．
そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

こ
れ
ら
の
助
成
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
要
請
を
踏
ま
え
て
不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
近
年
は
、
教
育
研
究
活
動
の
地
域
へ
の
還

元
、
学
生
団
体
の
地
域
連
携
活
動
等
へ
の
助
成
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
本
財
団
の
助
成
事
業
を
健
全
か
つ
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
今

後
も
更
な
る
運
用
資
金
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
寄
附
金
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
資
産
は
、
そ
の
元
本
の
運
用
益
又
は
、
そ
の
元
金
の
一
部
取

崩
益
を
も
っ
て
、
学
生
支
援
等
の
公
益
目
的
事
業
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

学
内
教
職
員
及
び
同
窓
会
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
関
係
者
で
引
き
続
き
努
力
い
た
し
ま
す
が
、
地
域
社
会
の
各
界
各
層
の
皆
様
に
も
広
く
御
理
解
と
御
支

援
を
お
願
い
し
て
、
本
財
団
の
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
二
十
一
世
紀
の
山
口
大
学
の
更
な
る
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
た
い
と
切
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
こ
の
趣
旨
に
御
賛
同
を
頂
き
、
財
団
支
援
へ
向
け
た
募
金
へ
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
四
月

公
益
財
団
法
人
山
口
大
学
後
援
財
団

理

事

長

田

村

浩

章

常
務
理
事

岡

正

朗

（
山
口
大
学
長
）

特
別
顧
問

廣

中

平

祐



募

金

要

項

一
．
募
金
団
体
名

公
益
財
団
法
人
山
口
大
学
後
援
財
団

理
事
長

田

村

浩

章

二
．
募
金
の
目
的

山
口
大
学
の
教
育
・
研
究
活
動
及
び
国
際
交
流
並
び
に
学
生
の
奨
学
等
に
必
要
な
支
援
を
行
う
財
団
へ
の
資
金
援
助

「
財
団
の
主
な
事
業
内
容
」

山
口
大
学
が
行
う
次
の
活
動
等
へ
の
助
成

一

教
育
及
び
研
究
活
動

二

教
育
・
研
究
の
国
際
交
流
活
動

三

研
究
成
果
等
の
公
開

四

学
生
の
奨
学
及
び
就
職
活
動

五

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

三
．
募
金
目
標
額

毎
年
度

二
千
万
円

四
．
寄
附
金
額

一
口

一
万
円

五
．
寄
附
の
払
込
方
法 

(

同
封
の
振
込
用
紙
を
御
利
用
く
だ
さ
い)

 

銀
行
振
込

次
の
取
扱
金
融
機
関
の
「
公
益
財
団
法
人
山
口
大
学
後
援
財
団
」
名
義
の
口
座
宛
て
に
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

（
取
扱
銀
行
）

山
口
銀
行
山
口
支
店

口
座
番
号 

(
普)

６
３
３
１
６
７
９

西
京
銀
行
山
口
支
店

口
座
番
号 

(
普)
０
１
９
０
０
７
７

郵
便
振
替
へ
の
振
込

山
口
平
川
郵
便
局
「
公
益
財
団
法
人
山
口
大
学
後
援
財
団
」
名
義
の
口
座
宛
て
に
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

な
お
、
本
財
団
は
公
益
財
団
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
寄
附
金
に
対
し
て
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

六

．

寄

附

の

使

途

元

本

の

運

用

益

又

は

元

本

の

一

部

取

崩

益

を

財

団

運

営

に

使

用

す

る

も

の

と

し

、

う

ち

九

十

％

以

上

を

公

益

目

的

事

業

に

使

用

し

ま

す

。


